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幼児の排 椴自立に関する研究

一 三 歳児の排便ト ラブルに関渡する要因の検討ーー

0 矢 倉紀子 広汀ーかおり

(鳥取大学医療筏術短期大学部看護学科)

[は じめに ] 従来、 日 本における トイレツト・レー ご ングは児の成熟過程を無視

したもので早すぎる傾向にあった。しかし、そのことによる弊害が指摘さ れ、成熟

過程にあわせるよう指導が広く行な われてきたために、近年ではその指導効果と 紙

おむつの登場や、紘家族化による 「しつけ l の親から子への伝承的な面が減少する

など育児環境の変化と湘侠って、従来とはことなるトイレツト・レ ーニ ンゲ 上 の問

題が生じてきている。そこで今回、 三 銭児の排便トラブルをとりあげ、トイレット

トレ ーニ ン ゲ と の 関 連 性 を 分 析 したので報告する 今

[対象と方法} 対象は鳥取県米子市において、平成 3年 度 に 実 施 さ れ た 三 歳 児健

康審査の受診者男児 513名 、 女 児 563名の 1076名である。方法は対象者の保護者に対

して、事前に調実用紙を郵送し、健診当日会場で回収(回収率 68.5% )した。

{結果 J 1排便トラブルの出現状況

トイレま た は お ま る で 排 便 す る ことに強く侭抗を示す児を排便トラブル群として

その出現寧をみると男児 16.0%、女児 8.8%と男児の方が有意 (P< 0.01) にそ

の出現率が高かった.また、そのトラブルの内容は、物陰に隠れてするが 一 番多 く

41.0%、次いで強く誘えばなんとか できる 31.3%であり、立位、腹臥 f立 で な い とで

きない者も 9.7%い た ( 表 l、表 2 ) 

2排便トラブルに関連する要因

(1)しつげ開始時期:排便のしつけ開始時期J}'Jのト ラ ブル出現率は、 13- l8か月に

開始したものが最も低く、次いで 12か 月以前、 19-24か月であり、 25か月以降はい

ずれの群と も 有 意 (P< 0.005) に寓くなっていた(園 1). (2)しつけ方法;排

常任のしつけ方法別のトラブル出現率は、排尿から先に開始する群が最も高く 22.1%

、次いで同時 7.1%で、排便から先にする群には全くみられなか っ た 。 排尿から先

に開始する群はいずれの群とも有意義 (P<0.005) が認められた(図 2 ) 0 (3) 

トイレの様式:トイレの織式男')の ト ラ ブ ル 出 現 率 は 和 式 17.2%と最も高く、次いで

両方 13.0%、洋式 9.1%で和式との 間に有意差 (P<O.005) が認められた(図 3 ) 

(4)おまる 使 用 状 況 : ト レ ー ニ ングの段階でのおまるの使用率を排便トラブルの

有無群で比鮫すると 、 トラブル群の使用車が有意に低かった.また、使用群に限っ

て使用開始平均月齢を比較すると、トラブル群は 20.7土 6.7、 トラ ブル無群 18.9土

6. 1と トラブル群の使用開始月齢が遅くなっていた(表 3 ) 0 (5)使用おむつの種

類 :紙おむつのト ラ ブル出現率が最も 高 く 16.4%、併用 12.3%、布 7.0%と紙群の

出現 率 が 高い傾向にあった(国 4)。 給)排浩失敗時の母親の気持:トレーニンゲ

の経過中に児が排粧を失敗 し たときの母親の感情では、 「不安になった J rあせ っ

た 」 がトラブ ル 無 群 に 比 較 し て ト ラブル群が宥意に廊くなっていた(表 4 ) 。
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